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クチナシ（アカネ科）。将棋盤、碁盤の足は、クチナシの実に似せて、他人は口を出さないという意味で四隅におかれている。しかし、クチナシは六角形だが、碁

盤の脚は八画形である。クチナシの実は薬用の他に、食用色素、染色用に用いられる。昔はお正月料理の栗キントンの色づけに用いた。大分では黄金御飯に用いる。 
薬用では、熊本の家伝薬で打撲傷の膏薬として用いる、玉名の「速治膏」に入っている。主成分はクチナシの実の「山梔子」、キハダの樹皮の「黄柏」である。 
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